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A1 調査団員・氏名 
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A1. 調査団員・氏名 

(1) 基本設計調査 １ 

2007年 11月 27日～2008年 2月 1日 

 氏名 役職 所属 

1 丸尾 祐治 総括 独立行政法人国際協力機構 

国際協力専門員 

2 村上 淳 計画管理 独立行政法人国際協力機構 無償資金協力部

業務第三グループ水資源・環境チーム 

3 藤田 洋 業務主任／ 

給水施設設計２ 

国際航業株式会社 海外事業部 

プロジェクトマネジメント部 

4 藤山 剛敏 給水施設設計１ 三井金属資源開発株式会社 資源事業部 

プロジェクト開発部 

5 松本 俊幸 水理地質／ 

試掘管理 

国際航業株式会社 海外事業部 

環境マネジメント部 

6 石川 次男 物理探査 三井金属資源開発株式会社 

営業部 

7 中野 武 施工計画／ 

積算 

国際航業株式会社 海外事業部 

プロジェクトマネジメント部 

8 今井 梨紗子 社会状況調査／ 

運営維持管理 

国際航業株式会社 海外事業部 

環境マネジメント部 

9 山崎 典和 業務調整 国際航業株式会社 海外事業部 

都市マネジメント部 

 

(2) 基本設計調査 ２ 

2008年 3月 9日～2008年 3月 18日 

 氏名 役職 所属 

3 藤田 洋 業務主任／ 

給水施設設計２ 

国際航業株式会社 海外事業部 

プロジェクトマネジメント部 

4 松本 俊幸 水理地質／ 

試掘管理 

国際航業株式会社 海外事業部 

環境マネジメント部 

 

 

 

 

 

 



A1 調査団員・氏名 
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(3) 基本設計概要説明 

2008年 8月 2日～2008年 8月 9日 

 氏名 役職 所属 

1 丸尾 祐治 総括 独立行政法人国際協力機構 

国際協力専門員 

2 池浦 弘 計画管理 独立行政法人国際協力機構 

資金協力支援部準備室 業務調査第三課 

3 藤田 洋 業務主任／ 

給水施設設計２ 

国際航業株式会社 海外事業部 

プロジェクトマネジメント部 

4 松本 俊幸 水理地質／ 

試掘管理 

国際航業株式会社 海外事業部 

環境マネジメント部 
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A2. 調査工程 

(1) 基本設計調査 １ 

本件基本設計調査団の調査日程は次のとおりである。 

JICA

総括
（丸尾）
計画管理
（村上）

業務主任／
給水施設設計2
（藤田）

水理地質／
試掘監理
（松本）

給水施設設計1
（藤山）

物理探査
（石川）

施工計画／
積算
（中野）

社会状況調査／
運営維持管理
（今井）

業務調整
（山崎）

1 27 火

2 28 水

3 29 木 水省・EOJ・JICA表敬

4 30 金 ICR説明（水省）

5 1 土

6 2 日

7 3 月

8 4 火

9 5 水

10 6 木

11 7 金

12 8 土 移動 現地再委託入札・契約

13 9 日 帰国 団内打合せ

14 10 月

15 11 火

16 12 水

17 13 木

18 14 金

19 15 土

20 16 日

21 17 月

22 18 火

23 19 水

24 20 木

25 21 金

26 22 土 現地調査

27 23 日

28 24 月

29 25 火

30 26 水

31 27 木

32 28 金

33 29 土

34 30 日

35 31 月

36 1 火

37 2 水

38 3 木

39 4 金

40 5 土

41 6 日

42 7 月

43 8 火

44 9 水 現地調査

45 10 木

46 11 金 予備日

47 12 土

48 13 日

49 14 月

50 15 火

51 16 水

52 17 木

53 18 金

54 19 土

55 20 日

56 21 月

57 22 火

58 23 水 予備日

59 24 木

60 25 金

61 26 土 予備日

62 27 日

63 28 月

64 29 火

65 30 水

66 31 木 予備日

67 1 金

68 2 土

現地調査
地耐力試験他

移動（DAR-DXB-KIX-
HND）

関係機関打合せ

資料整理

資料収集、設計基準確
認

現地調査

コンサルタント

日付

出国（HND-KIX-DXB

移動（DXB－DAR)、団内協議11

月

移動（HND-KIX-DXB-
DAR)、団内会議

12

月

水省・EOJ・JICA事務所表敬

ICR説明（水省）

AM　移動（DSS－ムワンザ）、（水省代表者　ムワンザ同行）
PM　ムワンザ　サイト調査

マラ　サイト調査

ICR説明・協議（ムワンザ）

AM　ICR協議（ムワンザ）
PM　移動（ムワンザ－DSS）　（州アドバイザー　ダルエス同行）

M/M協議（水省）

予備日

現地再委託業務
準備

現地再委託業務入札・契約

団内打合せ

M/M協議（水省）

M/M署名　JICA・EOJ報告

他ﾄﾞﾅｰ、技プロ関係機
関協議物理探査

現地再委託業務入札・契約
現地再委託
入札・契約

現地再委託管理、現地
補助作業

移動（HND-KIX-DXB-
DAR)

移動（HND-KIX-DXB-
DAR)

移動（HND-KIX-DXB-
DAR)

現地調査
平面縦断測量

現地調査
試掘調査、揚水試験、

水質試験

移動（DAR-DXB-KIX-HND）

団内打合せ 団内打合せ

移動（DAR-DXB-KIX-
HND）

施工計画に係る現地調
査

市場調査

1

月

物理探査

団内打合せ

移動（HND-KIX-DXB-
DAR)

見積り依頼

社会状況調査
現地再委託管理、現地

補助作業

社会状況調査

資料整理

2

月

見積回収

資料整理

移動（DAR-DXB-KIX-
HND）

移動（DAR-DXB-KIX-
HND）

資料整理

現地再委託管理、現地
補助作業

移動（DSS-DBY-KIX-
HND)

 

 

 



A2 調査工程 

A2-2 

(2) 基本設計調査 ２ 

業務主任／

給水施設設計2

（藤田）

水理地質／

試掘監理

（松本）

1 8 土

2 9 日

3 10 月

4 11 火

5 12 水

6 13 木

7 14 金

8 15 土

9 16 日

10 17 月

11 18 火

12 19 水
移動（DAR-DXB-KIX-HND）

3

月

コンサルタント

実施機関協議

移動（HND-KIX-DXB-DAR)

日付

資料整理

テクニカルノート署名

 

 

(3) 基本設計概要説明 

総括
（丸尾）

計画管理
（池浦）

業務主任／
給水施設設計2
（藤田）

水理地質／
試掘監理
（松本）

1 2 土 移動（NGO-DXB)

2 3 日
3 4 月
4 5 火
5 6 水
6 7 木
7 8 金
8 9 土 移動（DBX-NGO) 移動（DBX-KIX-HND)

移動（DBX-DAR),団内会議

8

月

水・灌漑省、JICA事務所表敬

DF/R説明　（水・灌漑省）

M/D協議　（水・灌漑省）

M/D署名、移動（DAR-DBX)

コンサルタント

日付

移動（HND－KIX－DBX）

JICA
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A3 関係者（面会者）リスト 
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A3. 関係者（面会者）リスト 

(1) タンザニア側面会者 

♦ タンザニア水・灌漑省（Ministry of Water and Irrigation） 

Deputy General Manager Mr. Christpher N. Sayi 

Assistant Director  Mr. Mziray 

Assistant Director  Mr. Kwigizile 

Assistant Director  Mr. Kongola 

Assistant Director  Ms. Nkya 

Senior Engineer  Mr. Ruoeyemamu 

Senior Engineer  Mr. Chusi 

Senior Engineer  Mr. Kilua 

Civil Engineer  Mr. Siarrz 

Engineer   Mr. Masasi 

Design Section  Ms. Massawe 

Principal Hydrologist  Mr. Rumambo 

 

♦ 地方給水技師 (Regional Water Adviser) 

Mwanza region office Mr. Nkanwa 

Mara region office  Mr. Nkande 

 

♦ 県水技師事務所 (District Water Engineer Office) 

Misungwi office  Mr. Cassian 

Sengerema office  Mr. E. Edward 

Kwinba office  Mr. Boaz 

Magu office  Mr. Josef 

Geita office  Mr. Abudalla Abdul 

Ukerewe office  Mr. Kahulananga 

Bunda office  Mr. M.Nyandiga 

Musoma office  Mr. Felix Mboje 

Tarime office  Mr. Machumu 

Serengeti office  Mr. J.Ngodagula 

 

♦ 環境省 (Ministry of Finance) 

Commissioner for External Finance Division  Mr. Magonya 

External Finance Division    Mr. Dulle 

 

 

 



A3 関係者（面会者）リスト 
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(2) 日本国側面会者 

♦ 在タンザニア日本国大使館 

伊藤 誠   特命全権大使 

伊藤 浩   一等書記官 

 

♦ JICAタンザニア事務所 

柏谷 亮   所長 

牧野 耕司  次長 

甲賀 大吾  所員 

山本 哲也  所員 

安藤 雄介  短期専門家 

 

♦ 村落給水事業実施・運営維持管理能力強化計画プロジェクト 

畑 裕一   業務主任 

山田 浩由   

東 美貴子   

加藤 智弘   
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A4. 討議議事録（M/D）等 

(1) Minute of Discussions 2007年 12月 7日 



A4 討議議事録（M/D）等 

A4-2 



A4 討議議事録（M/D）等 

A4-3 



A4 討議議事録（M/D）等 

A4-4 

 

 



A4 討議議事録（M/D）等 

A4-5 

 



A4 討議議事録（M/D）等 

A4-6 



A4 討議議事録（M/D）等 

A4-7 



A4 討議議事録（M/D）等 

A4-8 



A4 討議議事録（M/D）等 

A4-9 



A4 討議議事録（M/D）等 

A4-10 
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A4-11 

 



A4 討議議事録（M/D）等 

A4-12 

 



A4 討議議事録（M/D）等 

A4-13 

 



A4 討議議事録（M/D）等 

A4-14 

 



A4 討議議事録（M/D）等 

A4-15 

 



A4 討議議事録（M/D）等 

A4-16 

(2) Technical Note 2008年 3月 17日 



A4 討議議事録（M/D）等 

A4-17 



A4 討議議事録（M/D）等 

A4-18 



A4 討議議事録（M/D）等 

A4-19 

 



A4 討議議事録（M/D）等 

A4-20 

 



A4 討議議事録（M/D）等 

A4-21 

(3) Minute of Discussion 2008年 8月 8日 
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A4-23 

 



A4 討議議事録（M/D）等 

A4-24 

 

 



A4 討議議事録（M/D）等 

A4-25 

 

 



A4 討議議事録（M/D）等 

A4-26 

 

 



A4 討議議事録（M/D）等 

A4-27 

 

 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A５．事業事前計画表 

 





A5 事業事前計画表 

A5-1 

A5. 事業事前計画表 

１．案件名 

タンザニア国ムワンザ・マラ州給水計画 

２．要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

タンザニア連合共和国（以下「タ」国）は、アフリカ大陸東部に位置しており、88.4 万 km2の

面積を有し、人口は 39.0 百万人（2007 年、世界の国一覧表）に達する。1人当たりの GNP は 330

米ドル（2004 年）と世界の最貧国のひとつである。 

「タ」国政府は、1991 年までに全国民が居住地より 400m 以内に安全で衛生的な水を得ること

を目的にした地方給水プロジェクトを 1971 年に開始したが、その成果は限定的であった。現在は、

1999 年に発表された 2025 年までの長期開発戦略である「タンザニア開発ビジョン 2025」を受け

て、2005 年に策定された「成長と貧困削減のための国家戦略」の中で、2025 年までに再度同じ目

標（全国民が居住地より 400m 以内に安全で衛生的な水を得ること）を掲げている。 

プロジェクト対象地域であるムワンザ州及びマラ州の給水施設は、大部分が 1960～1970 年代

に建設されており、施設の老朽化、故障のために多くが機能不全の状態に陥っている。さらに、

近年の急速な人口増加のために給水サービスの整備が追いついていない。地方給水率の全国平均

52％に対して、ムワンザ州では 51％、マラ州では 45％と、いずれも下回っており、給水サービス

の改善が急務とされている。 

このような背景から、「タ」国政府はムワンザ州及びマラ州において、住民に対して、安全で

安定した水を供給するために、主に地下水を水源とした給水施設の建設を目的とした本プロジェ

クトを要請してきたものである。 

 

３．プロジェクト全体計画概要 

(1) プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲及び規模） 

本プロジェクトは、タンザニア国ムワンザ州及びマラ州の 44 村落において給水人口が増加し、

安全な水が持続的に供給され、住民の衛生環境が改善される。 

 

(2) プロジェクト全体計画の成果 

ア． 44村落に対して給水施設が建設される。 

イ． 住民主体の自立的運営・維持管理体制が確立される。 

ウ． 住民によって給水施設が持続的に運営・維持管理される。 

エ． 実施機関の運営・維持管理指導サービスが向上する。 

 

(3) プロジェクト全体計画の主要活動 

ア． 給水施設を建設する。 

イ． 住民主体の運営・維持管理体制を支援する。 

ウ． 実施機関に対して運営・維持管理技術を指導する。 

エ． 実施機関の修理体制、スペアパーツ供給体制を強化する。 

 

(4) 投入（インプット） 

ア． 日本側（＝本案件）：無償資金協力 10.44億円 

イ． タンザニア国側 

(ア) 予算措置、人員配置 

(イ) 排水路及び付帯構造物周辺の整備 

 

(5) 実施体制 

主管官庁：タンザニア水・灌漑省（Ministry of Water and Irrigation） 

実施機関：タンザニア水・灌漑省地方給水局（Community Water Supply Division） 
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４．無償資金協力案件の内容 

(1) サイト 

タンザニア国ムワンザ州及びマラ州の 44村落 

 

(2) 概要 

ア． 44村落において 177箇所の新規井戸掘削 

イ． 44 村落において 182箇所（開発調査の試掘井 5 箇所含む）のハンドポンプ設置及びプ

ラットフォーム建設 

ウ． 1村落において 1箇所の湧水保護工建設 

エ． 住民及び実施機関を対象とした円滑な運営・維持管理に資するコミュニティ開発、維持

管理及び衛生教育等の技術指導 

 

(3) 相手国側負担事項 

ア． 予算措置、人員配置 

イ． 排水路及び付帯構造物周辺の整備 

 

(4) 概算事業費 

概算事業費 10.48億円（無償資金協力 10.44億円、タンザニア国側負担 0.04億円） 

 

(5) 工期 

詳細設計・入札期間を含め約 39ヶ月（予定） 

 

(6) 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

開発調査の中で、本プロジェクトに対し、経済・財務評価、組織・制度に関する評価、自然・

社会環境に関する評価を行い、それぞれにおいて妥当であることが確認された。なお、環境社会

配慮については、初期環境影響評価（IEE）の調査が実施され、環境影響評価（EIA）は不要と判

断され、環境カテゴリーCに位置付けられている。 

 

５．外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標の達成に関するもの） 

特になし。 

 

６．過去の類似案件からの教訓の活用 

本計画で整備される給水施設の持続性を高めるために、住民及び実施機関レベルの運営・維持

管理能力を高めるためにソフト・コンポーネント活動を行う。 

 

７．プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

(1) プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

 2005年（現状） 2020年（目標年次） 

対象村落の給水施設の給

水能力 
9,401人 55,151人 

 

(2) その他の成果指標 

特になし 

 

(3) 評価のタイミング 

2012 年（事業完了時） 
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A6. ソフト・コンポーネント計画書 

1 ソフト・コンポーネント計画する背景 

(1) 周辺状況及び背景 

タンザニア国ムワンザ・マラ州水供給計画は、「（日本の）無償資金協力対象地域の住民に安全

な水が供給され、給水率が改善される」ことを目標として実施される。この目標が達成されるた

めには、給水施設の整備（無償資金協力での施設建設）のみならず、給水施設の運営・維持管理

体制が整備され、持続的に施設が稼動することが重要となる。無償資金協力対象地域を含む、タ

ンザニア国における村落給水では、受益者である住民が主体となって給水施設の運営・維持管理

活動を行なうこととしており、実施機関である県水技師事務所（DWE：District Water Engineer’s 

Office）及び州水技師（RWA：Regional Water Advisor）は、住民組織を支援するという立場にある。

しかしながら、現状の無償資金協力対象地域においては、住民主体の管理組織や実施機関の役割・

支援体制が明確化されておらず、運営・維持管理体制は非常に脆弱な状態にある。さらに住民、

実施機関の職員ともに、運営・維持管理のみならず、衛生に関する知識も乏しい。このような状

況下では、無償資金協力により整備される施設の運営・維持管理は適切に行なわれず、本地域の

安全かつ持続的な水供給の実現は困難である。 

(2) 現状及び目的 

タンザニア国ムワンザ・マラ州水供給計画では、新規井戸掘削 177 箇所、ハンドポンプ設置及

びプラットフォーム建設 182箇所（開発調査の試掘井 5箇所含む）、湧水保護工 1箇所が整備され

る。これらの施設は、実施機関の支援を受けつつ、受益者である住民が主体となって運営・維持

管理していくことになる。しかしながら、住民及び実施機関の現状は、以下のとおりである。 

● 住民による運営・維持管理体制が確立されていない 

● 住民の衛生知識が不足している 

● 住民及び実施機関のハンドポンプ井戸の修理体制が不十分である 

● 住民の運営・維持管理費（水料金）の資金徴収・管理能力が低い 

● 実施機関による運営・維持管理にかかる支援能力が不足している 

整備される施設は、住民主体による運営・維持管理が可能となる内容及び規模で計画している。

しかしながら、現状の住民及び実施機関による運営・維持管理体制及び方法等に能力不足と判断

される部分もあり、かつ、円滑な立ち上がりを確実とするため、ソフト・コンポーネントによる

技術支援を実施することが望ましいと判断される。ソフト・コンポーネントを実施することで期

待される成果は、以下のとおりである。 
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(3) 運営・維持管理体制 

タンザニア国ムワンザ・マラ州水供給計画において想定している運営 

・維持管理体制（村落）は、以下のとおりである。 

ハンドポンプ
井戸

 

図 6.1：村落における運営・維持管理組織図 

水・衛生利用者組合（WSUG：Water and Sanitation User’s Group）を給水施設毎に設立する。各

WSUG に組合長（1 名）及びケアテーカー（男女各 1 名）を選任し、日常的な施設点検、清掃、

軽微な故障の修理、維持管理費の徴収などを行なう。 

また、無償資金協力対象地域には、村落毎の村落水利用組合（VWC：Village Water Committee）

が存在しているが、うまく機能していない VWCが殆どである。そこで、村落毎に VWCの活動状

況を確認し、場合によっては再設立を促す。VWC は、村落内の WSUG を統括するとともに、運

営・維持管理を支援する DWE及び RWAに対して、施設の修理やスペアパーツの調達などの支援

を要請する。 

(4) 関係者の役割分担 

タンザニア国ムワンザ・マラ州水供給計画における運営・維持管理にかかる関係者とその役割

成果 1： 住民及び実施機関の運営・維持管理の能力が強化される。 

成果 2： 住民による水料金（運営・維持管理費）の徴収・管理が可能となる。 

成果 3： 住民が衛生概念を持ち、給水施設の効果的な活用が可能となる。 

成果 4： 給水施設の修理分担を明確化し、効果的な運営・維持管理体制を構築される。 

● 軽微な故障は住民が修理する（Village Level Operation & Maintenance）。 

● 重度な故障は実施機関を通じて民間業者に委託する。 

● 実施機関は村落に対して技術的な支援を行なう。 
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分担は、以下のとおりである。なお、運営・維持管理体制は、採用されるハンドポンプの銘柄（仕

様）によって若干異なるが、現段階ではタンザニア国で標準化された中層～深層用ハンドポンプ

のひとつである Afridevタイプでの運営・維持管理体制を検討する。 

1) 水・衛生利用者組合（WSUG：Water and Sanitation User’s Group） 

 役割 

● 給水施設の維持管理 

● 給水施設の軽微な故障の修理 

● 利用者からの運営・維持管理費の徴収と VWCへの納付 

 

 組織 

● 組合長（1名）： WSUG内の利用者の取りまとめ。ハンドポンプ井戸利用規

則の決定及び励行徹底。井戸故障時の VWC への連絡。運

営・維持管理費の徴収。 

● ケアテーカー（男女各 1名）： ハンドポンプ井戸の定期点検、故障修理、周辺清掃など 

 

2) 村落水利用組合（VWC：Village Water Committee） 

 役割 

● WSUGの組織形成の推進・調整 

● RWA及び DWEとの交渉窓口業務 

● 維持管理基金の保管 

● WSUGに対する維持管理技術の支援 

 

 組織 

● 委員長（1名）： WSUGの取りまとめ、故障時の RWA、DWEへの通知、そ

の他行政機関との連絡調整など 

● 施設管理担当者（1名）： 故障時の修理支援、スペアパーツ調達などの技術的対応に

係る取りまとめ 

● 衛生教育担当者（1名）： 衛生教育の推進。各井戸の清掃状況の確認 

● 会計担当者（1名）： WSUGから納付された水料金の管理。重度な故障への補助

金などの検討 

 

3) 県水技師事務所（DWE：District Water Engineer’s Office） 

 役割 

● 井戸台帳の管理 

● 給水施設の定期巡回及び重故障の修理業者手配 

● スペアパーツ調達支援 

● 運営・維持管理教育の実施 

● WSUGに対する修理技術指導 
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(5) 州水技師（RWA：Regional Water Advisor） 

 役割 

● DWEの監督 

● DWEへの技術支援 

● スペアパーツ調達支援 

● 重故障の修理業者手配 

● VWC及びWSUGの組織形成指導 

● 衛生教育の実施 

● 民間井戸修理業者の育成 

以前は、州水技師事務所（RWE：Regional Water Engineer’s Office）が DWEなどの県レベルの行

政組織を監督する立場にあったが、県レベルに権限が委譲されたことを受けて、現在では RWE

が存在しない。しかし、旧 RWE の職員が技術顧問（RWA）として州に存在しているため、本件

に対しても技術顧問として関わることは可能である。 

2 ソフト・コンポーネントの目標 

(1) 目標 

ソフト・コンポーネントの目標は、プロジェクト期間中に「住民主体の維持管理が適切に実施

されること」と定める。この上位目標としては、「建設された給水施設がプロジェクト終了後も長

期間にわたって利用される」ことである。すなわち、ソフト・コンポーネントの実施によって、

援助終了後の給水施設が、住民主体で持続的に運営・維持管理されることを目指すものであり、

前述のプロジェクト目標に合致するものである。なお、ソフト・コンポーネントの PDMは、別添

1のとおりである。 

(2) 支援体制配慮事項 

ソフト・コンポーネントは、作業の効率化を図るため、井戸単位（WSUG単位）ではなく、対

象となる村落単位で活動を行なう。また、ソフト・コンポーネントは、井戸建設前に実施する「①

コミュニティ開発」、井戸建設中及び建設後に実施する「②衛生教育及び維持管理」、の 2 フェー

ズ体制として、運営・維持管理にかかるコミュニティレベルでの適切な教育・啓蒙活動を行なう。 

ソフト・コンポーネントは、DWE の参画に加え、邦人コンサルタントが OJT 形式で現地コン

サルタントとともに支援活動を行なう。DWEの年度計画に本計画への参画を盛り込むように提案

し、具体的な活動時期、期間については DWEと協議して決定することとし、教育を受けた DWE

職員が本計画実施の際に、主体的に参画できるように配慮する。 

3 ソフト・コンポーネントの成果 

ソフト・コンポーネントにより期待される成果（直接効果）は、以下のとおりである。 

成果 1 住民がオーナーシップを持って維持管理を行なう 

住民主体による持続的な運営・維持管理の実現のためには、住民のオーナーシップを高
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めることが必要である。そのためには、プロジェクトの各段階において、様々な階層の

住民が住民参加や施設利用・維持管理に関するルールの決定などの意思決定に携わるこ

とが重要である。ソフト・コンポーネントにおいて住民参加にかかるワークショップを

開催することで、VWC、WSUG及び住民が、住民主体の維持管理にかかる共通認識を持

つようにする。また、本計画を説明するための村民集会を開催し、住民が自由に意見を

述べる場所を設け、本計画に対して住民からの理解を得る。 

成果 2 利用者組合とその支援体制及びその役割が明確化される 

これまで多くの村落で利用者組合が組織されたが、現状の活動状況を見ると、利用者組

合とその支援体制及びそれぞれの役割が明確ではなく、未だ改善の余地があると考えら

れる。また、利用者組合のような住民組織を設立するだけでは維持管理体制は不十分で

あり、村との協力体制や実施機関（DWE 及び RWA）による技術指導や衛生教育など、

運営・維持管理をサポートする体制が必要である。ソフト・コンポーネントでは、関係

者分析を行ない、住民、WSUG、VWC、村落などの関係者を一同に介したワークショッ

プを開催する。そこで、各関係者の担うべき役割を明らかにして、相互の連携と協力に

よる支援体制を構築し、住民を核とした運営・維持管理体制をより強固なものとする。 

成果 3 村落において住民主体の運営・維持管理計画が策定され、試行される 

運営・維持管理を住民が行うためには、住民が実施可能な運営・維持管理計画を住民自

らの手で策定することが必要である。しかし、住民は計画立案の経験が十分ではないた

め、実施機関（DWE及び RWA）が計画立案を支援することが望まれるが、DWEも RWA

もこのような住民支援に関する十分な経験を有していない。そこで DWE 職員をファシ

リテーター役として、住民を対象にワークショップを開催し、利用規則、保守・修理時

の対応、利用料支払いが困難な経済的弱者に対する特別措置などを含む運営・維持管理

計画を策定する。社会的弱者に対する配慮は、給水施設を広く住民に利用してもらうた

めに重要な要素である。このワークショップを OJT として、DWE 職員の住民支援能力

を向上させる。 

運営・維持管理計画が策定された後には、実際に計画に従って活動を実施し、活動状況

を住民及び関係者が合同でモニタリング・評価する。その結果に基づいて、計画を見直

すことによって、現実的かつ適切な計画の策定が期待される。 

成果 4 関係者が運営・維持管理に必要な技能を習得する 

住民主体の運営維持管理を推進するためには、DWE、RWA などの関係機関が住民参加

を促進するための手法を習得することが必要である。これら関係機関の担当者を対象に

住民参加に関する理論や具体的手法を訓練することで、運営・維持管理の支援が適切に

実施されるようにする。 

また、持続的な運営・維持管理のためには、WSUGが施設の日常のメンテナンスを行な

う必要がある。また、施設の補修についても軽微な故障であればWSUGが修理し、WSUG

で対応不可能な場合には DWE 職員が修理（井戸業者へ連絡）する体制作りが必要であ

る。施設保守・修理に関する技術訓練を WSUG 及び VWC の施設管理担当者、または
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DWE 職員を対象に実施し、担当者が必要な技術を習得できるようにする。WSUG の施

設管理担当者に対する訓練では、DWE職員が講師を務めることで、コミュニティ（村落）

と実施機関（DWE）との信頼関係を強化する。 

持続的な運営・維持管理のためには、適切な利用料金徴収及びその管理も重要である。

VWCの会計担当者及び委員長を対象に、日常の運営費だけではなく、スペアパーツの価

格や故障時に DWE 職員の出張経費なども考慮した施設利用の料金設定、徴収・管理方

法に関する訓練を実施し、会計担当者が料金徴収・管理方法を習得できるようにする。

さらに、会計管理及びモニタリングと関連して、施設の利用及び稼動状況を記録するこ

とが必要であるが、記録作成についても VWC の担当者を対象に訓練を実施し、記録が

作成されるようにする。 

成果５ 住民の保健・衛生概念が向上する 

施設を利用しない理由の一つとして、保健衛生意識が低いことが挙げられる。とくに、

雨期の伝統的な水源（雨水や表流水など）を利用は、保健衛生上、問題がある。そこで、

住民に対して衛生教育を実施し、より衛生的な水の利用を促進し、住民の健康状態を改

善し、運営・維持管理の継続的な実施を促す。 

4 成果達成度の確認方法 

上記の成果を達成するための指標と成果の達成度の確認方法は、以下のとおりである。 

表 6.1：ソフト・コンポーネントの達成度の確認方法 

No. 成  果 達成度の確認項目 達成度の確認方法（案） 

１ 

住民がオーナーシップ

を持って維持管理を行

なう 

1. 運営・維持管理における住民の

役割について関係者が共通の

認識をもっているか？ 

1. 関係者に対するヒアリング 

2 

利用者組合とその支援

体制及びその役割が明

確化される 

1. 運営維持管理体制における各

関係機関の役割が明確か？ 

1. 運営・維持管理体制の組織図

2. 各関係者が自分の役割につい

て明確に認識しているか？ 

2. 関係者に対するヒアリング 

3 

村落において住民主体

の運営・維持管理計画が

策定され、試行される 

1. 利用規則が定められたか？ 1. 利用規則 

2. 保守・修理の対応が明確か？ 2. 保守・修理規約 

3. モニタリング・評価が計画に応

じて実施されたか？ 

3.モニタリング記録 

4 

関係者が運営・維持管理

に必要な技能を習得す

る 

1. 故障の期間が短縮したか？ 1. VWC の活動記録 

2. 故障の頻度が減少したか？ 2. 施設運転記録簿 

3. 料金徴収及び施設運転・管理に

関する記録が作成されたか？ 

3. 各種記録簿 

5 
住民の保健・衛生概念が

向上する 

1. 住民の保健衛生に対する意識

が高まったか？ 

1. 住民に対するアンケート 

 

5 ソフト・コンポーネントの活動（投入計画） 

(1) 活動区分 

ソフト・コンポーネント活動は、井戸施設建設前の「コミュニティ開発」、井戸施設建設中及び
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建設後の「衛生教育及び維持管理」の 2フェーズに区分される（次表参照）。全ての活動において

ローカルリソースを有効活用しながら、邦人コンサルタントが関与し、活動内容に応じて、DWE

及び RWAの協力を仰ぐ。 

コミュニティ開発（井戸施設建設前） 

A１：参加型アプローチ、 A２：住民組織形成 

衛生教育及び維持管理（井戸施設建設中及び建設後） 

A３：マネジメント研修、A４：運営・維持管理計画、A５：技術訓練、A６：衛生教育 

表 6.2：ソフト・コンポーネントの活動区分 

活動大項目 活動小項目 活動内容 形態 対象者（受講者）

A1 参加型アプローチ A1-1 住民参加手法訓練
関係機関に対して住民参加手法の訓練を行
なう

セミナー、現地OJT DWE、RWA

A1-2 住民集会 住民から本計画に対する理解を得る 住民集会 住民

A2 住民組織形成 A2-1 VWC再検討 VWCの活動を見直し、再検討する ワークショップ VWC

A2-2 運営・維持管理体制確立
住民組織レベルによる運営・維持管理体制
を確立する

ワークショップ VWC、WSUG

A3 マネジメント研修 A3-1 会計訓練（実施機関）
実施機関職員に対して会計、記録、報告に
かかる訓練を行なう

実習・セミナー DWE、RWA

A3-2 会計訓練（会計担当者）
会計担当者に対して会計、記録、報告にか
かる訓練を行なう

実習・セミナー VWCの会計担当者

A4 運営・維持管理計画 A4-1 運営・維持管理計画策定
利用規則、故障時の対応などを含む運営・
維持管理体制を策定する

ワークショップ・OJT 住民

A4-2 運営・維持管理活動
策定された運営・維持管理計画に従い運
営・維持活動を行なう

モニタリング・活動記
録

住民

A5 技術訓練 A5-1 技術訓練（実施機関）
ハンドポンプ井戸施設の修理訓練および巡
回指導を行なう

セミナー・実習 DWE、RWA

A5-2 技術訓練（施設管理担当者） ハンドポンプ井戸施設の修理訓練を行なう 実習 WSUGの維持管理担当者

A6 衛生教育 A6-1 衛生教育 住民に対して衛生教育を行なう セミナー 住民

A6-2 巡回指導
住民に対して保健衛生に関する巡回指導を
行なう

巡回指導 住民

コ
ミュ

ニ
ティ

開
発

維
持
管
理
お
よ
び
衛
生
教
育

 

 

(2) 役割分担 

邦人コンサルタント及び現地コンサルタントの役割分担は、以下のとおりである。 

1) 邦人コンサルタント 

邦人コンサルタントは、ソフト・コンポーネント計画の統括者として以下を担当する。 

● ワークショップ、セミナーなどの立ち上げ支援 

● DWE、RWAの運営・維持管理支援体制の確立 

● DWEに対する OJTの実施 

● 詳細な実施計画の立案 

● 活動成果のレビューとフィードバック 
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2) 現地コンサルタント 

邦人コンサルタントの指示のもと、作業計画遂行のため現地活動を統括し、継続的に計画に関

与、フォローする。また、邦人コンサルタントに対して適宜進捗状況を報告する。 

● WSUGの立ち上げ支援 

● 住民参加手法の確立及び住民参加支援 

● 住民に対する啓蒙・教育活動の実施 

● 村落での運営状況の確認と問題点の把握 

● WSUGの管理手法にかかる技能訓練 

● DWE及び RWAに対するアドバイスと活動支援 

 

(3) 活動内容 

ソフト・コンポーネントにかかる活動内容は、以下のとおりである。また、活動フローを別添

2に示す。 

1) コミュニティ開発：井戸施設建設前 

A1-1 住民参加手法訓練 

DWE職員及び RWAを対象に、住民主体の給水施設の運営・維持管理に必要な住民参加手法を

訓練する。訓練では、村民集会開催時におけるジェンダーや社会的弱者への配慮の必要性や協議

内容をビジュアル化する有効性など、理念的な事柄について講義する。また、参加者が自由に意

見を発表できるように集会時にカードを用いる方法や労働に関するジェンダー分析、シーズナ

ル・カレンダーなど、具体的な手法の練習も含む。 

A1-2 住民集会 

対象村落において広く住民を集め、村民集会を開催する。主に DWE 職員が説明し、施設レベ

ルの選定理由、運営・維持管理における住民の役割、とくに利用料金支払いの必要性について住

民からの理解を得る。 

A2-1 VWC 再検討 

現存あるいは過去に存在した VWC を対象にワークショップを開催し、これまでの VWC の活

動を見直し、課題・問題点を明らかにする。その結果を踏まえて、今後、住民主体の運営・維持

管理を実施していくうえで適切な、VWCのメンバー構成、各メンバーの役割、人選の方法、組織

運営方法などを検討する。 

A2-2 運営・維持管理体制確立 

住民、WSUG、VWCをはじめとする給水施設の運営・維持管理に関係する組織を一同に介して

ワークショップを開催する。ワークショップにて協議された内容、結論を踏まえて、運営・維持

管理計画書（案）を作成し、各組織の役割と協力関係を明確にし、住民を核とした運営・維持管

理体制を確立する。運営・維持管理活動は、運営・維持管理計画書（案）に基づき実施し、不都

合な点、不明瞭な点については逐次修正する。 
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(4) 衛生教育及び維持管理：井戸施設建設中及び建設後 

A3-1 会計訓練（実施機関） 

DWE職員及び RWAを対象に、運営費の徴収・管理方法、施設運転・稼動状況の記録作成方法

などのアドミニストレーションに関する技能を訓練する。また、VWCから修理を依頼された場合

の修理代や部品交換にかかる費用の算出方法も訓練する。 

A3-2 会計訓練（会計担当者） 

VWCの会計担当者及び委員長を対象に、日常の運営費のみならず、DWEに修理を依頼する場

合の修理代や部品交換に要する費用を見込んだ利用料金の設定方法、徴収・管理方法、施設運転・

稼動状況の記録作成方法などのアドミニストレーションに関する技能を訓練する。 

A4-1 運営・維持管理計画策定 

住民を対象に DWEをファシリテーターとしてワークショップを開催し、PCM手法を用いて現

在の水利用と給水施設管理に関する問題分析を行なう。その結果を踏まえて、施設利用規則、故

障時の対応、モニタリング計画を含む運営・維持管理計画を策定する。利用規則には、利用料の

額と徴収方法及び利用料支払い困難者に対する特別措置を含める。このワークショップを通じて

住民は、自らの手で給水施設を維持管理する必要性を認識することが期待される。また、DWEに

対してはファシリテーターとしての技能を身につける OJTの機会とする。 

A4-2 運営・維持管理活動 

策定された運営・維持管理計画が確実に実行に移されることを担保するため、実際に立案した

計画に従って、活動が実施されているか DWE がモニタリングする。活動記録が適切に作成され

ているかを現地コンサルタントがフォローする。 

A5-1 技術訓練（実施機関） 

ハンドポンプの修理方法などを中心に修理訓練を実施し、DWE職員及び RWAに対して、技術・

知識を伝授する。また、VWC 及び WSUG において対応できない重度な故障が発生した場合の対

処方法やスペアパーツの購入方法などの情報も共有する。 

A5-2 技術訓練（施設管理担当者） 

日常のメンテナンスと軽微な故障への対応方法について、DWE職員を講師として、実習を中心

に訓練する。また、スペアパーツの購入方法などの運営・維持管理に必要な情報も提供する。 

A6-1 衛生教育 

給水施設の整備が住民の保健衛生の改善に貢献でき、持続的に給水施設が活用できるよう、住

民に対して衛生教育を実施する。水因性の疾病予防を中止として、その他蔓延しやすい病気の予

防、栄養摂取や過労防止など、健康づくり全般について研修を行なう。衛生教育を行なうことで、

住民の衛生に関する意識を高め、給水施設の受け入れ及び住民主体の運営・維持管理への機運を

高める。 

A6-2 巡回指導 

裨益住民の保健衛生にかかる考え方や行動を変えるため、研修を実施するとともに、それをフ
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ォローする意味で継続的に巡回指導を行なう。巡回指導の対象選定は、各村落の状況に応じたも

のとするが、効率性の面から各世帯への個別指導より女性グループや PTAなどグループを対象に

した指導を中心に行なう。 

6 ソフト・コンポーネント実施リソースの調達方法 

ソフト・コンポーネントは、本邦コンサルタントによる直接支援型とするが、活動期間が長期

にわたるため、現地コンサルタントを有効活用する。本邦コンサルタントは、各フェーズにおい

てスポット派遣とする。現地活動中は、現地コンサルタントと活動を共にし、活動の目的と方向

性を確認し、適宜修正を加えながら実施する。 

7 ソフト・コンポーネントの実施工程 

(1) 実施内容 

各年度で「コミュニティ開発」及び「衛生教育及び維持管理」の 2 フェーズ体制とし、全体の

施工工程 28.5 月のうち、邦人コンサルタントは各年度で 6回のスポット派遣（計 4.0 月）にて現

地活動を実施する。また、現地コンサルタントの活動期間は、計 17.1月を想定している。邦人コ

ンサルタントが日本国内にいる際には、現地の状況（問題点）が必ずしも把握できるわけではな

いため、現地コンサルタントと緊密な連絡を取りながら、全体計画との齟齬の修正と現地へのフ

ィードバックを指示する。 

表 6.3：ソフト・コンポーネントの活動期間 

邦人コンサルタント 1 年度 2 年度 3 年度 合計 

コミュニティ開発 0.3 月 0.9 月 0.6 月 1.8 月 

衛生教育及び維持管理 0.5 月 1.1 月 0.6 月 2.2 月 

合計 0.8 月 2.0 月 1.2 月 4.0 月 

現地コンサルタント 1 年度 2 年度 3 年度 合計 

コミュニティ開発 1.3 月 4.0 月 2.7 月 8.0 月 

衛生教育及び維持管理 1.6 月 4.5 月 3.0 月 9.1 月 

合計 2.9 月 8.5 月 5.7 月 17.1 月 

 

(2) 邦人コンサルタント派遣期間及び回数の妥当性検証 

邦人コンサルタントは、各年度で「コミュニティ開発」及び「衛生教育及び維持管理」の 2 フ

ェーズの計 6回、スポット派遣される。 

実施機関（DWE職員及び RWA）を対象とする活動は、邦人コンサルタントが 100％関与する。

これは、村落での活動では、実施機関が中心となって実施するため、彼らに技術や知識を漏れな

く伝授するためである。一方、村落での活動については、DWE職員と現地コンサルタントが対象

村落に出向き、組織の立上げにかかる全般的な活動を実施することになる。 

したがって、邦人コンサルタントが開始段階の数村落のみに同行し、その後はルーチンで活動

可能と判断できるため、邦人コンサルタントを全期間派遣する必要はないと判断する。また、フ

ェーズ間の不在時においては、DWE職員及び RWAのフォローも期待できる。したがって、コス
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ト縮減に対応しており、邦人コンサルタントの派遣期間及び回数は妥当であると判断する。 

8 ソフト・コンポーネントの成果品 

本ソフト・コンポーネントの成果品は、下記のとおりである。 

● 完了報告書（相手国政府、日本国側） 

● ソフト・コンポーネント実施状況報告書（邦人コンサルタント派遣毎に提出） 

● 住民参加手法訓練報告書 （活動 A1-1） 

● 対象村落住民集会報告書 （活動 A1-2） 

● VWC再検討議事録 （活動 A2-1） 

● ワークショップ開催報告書 （活動 A2-2） 

● 運営・維持管理体制（案） （活動 A2-2） 

● 会計訓練報告書（実施機関） （活動 A3-1） 

● 会計訓練報告書（会計担当者） （活動 A3-2） 

● 施設利用規則 （活動 A4-1） 

● 故障時の対処法マニュアル （活動 A4-1） 

● モニタリング計画書 （活動 A4-1） 

● 運営・維持管理活動報告書 （活動 A4-2） 

● 技術訓練報告書（実施機関） （活動 A5-1） 

● 技術訓練報告書（施設管理担当者） （活動 A5-2） 

● 衛生教育実施報告書 （活動 A6-1） 

● 巡回指導記録簿 （活動 A6-2） 

9 ソフト・コンポーネント概算事業費 

ソフト・コンポーネントの概算事業費は、20,790千円と見積もられる。 

10 相手国実施機関の責務 

実施機関（DWE及び RWA）の分担事項は、下記のとおりである。 

表 6.4：実施機関の分担事項 

関係者 役  割 

DWE及び RWA ● 邦人コンサルタントとの協力によるプログラム全体の管理、本部への報告 

● プログラム実施に伴う他省庁への協力要請 

● 対象村落、VWC、WSUGへのワークショップの実施 

● 給水施設建設後のモニタリング 

● WSUGへのハンドポンプの修理・維持管理にかかる技術指導 
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表 6.5：ソフト・コンポーネントにかかる PDM 

プロジェクト要約 指 標 入手手段 外部条件 

上位目標 

無償資金協力対象地域の住民の生活環

境が改善される。 

 

住民の水因性疾病率の低下 

 

・保健衛生の統計資料 

・住民アンケート 

 

プロジェクト目標 

無償資金協力対象地域の住民に安全な

水が供給され、給水率が改善される。 

 

 

安全な水が得られる人口数 

 

・VWC の利用者登録簿 

 

 

「タ」国の水・

衛生国家政策

に大幅な変更

がない。 

成果 

1. 住民がオーナーシップを持って維

持管理を行なう 

 

2. 利用者組合とその支援体制及びそ

の役割が明確化される 

 

 

 

3. 村落において住民主体の運営・維

持管理計画が策定され、試行され

る 

 

 

 

 

4. 関係者が運営・維持管理に必要な

技能を習得する 

 

 

 

5. 住民の保健・衛生概念が向上する 

 

 

1. 運営・維持管理における住

民の役割について関係者

が共通の認識をもつ。 

2.1 運営維持管理体制におけ

る各関係機関の役割が明

確にされる。 

2.2 各関係者が自分の役割に

ついて明確に認識する。 

3.1 各対象村落で利用規則が

決定される。 

3.2 保守・修理の対応が明らか

にされる。 

3.3 モニタリング・評価が計画

に応じて実施される。 

4.1 故障の期間が短縮する。 

4.2 故障の頻度が減少する。 

4.3 料金徴収及び施設運転・管

理に関する記録が作成さ

れる。 

5. 住民の保健衛生に対する

意識が高まる。 

 

1. 関係者に対するヒアリン

グ 

 

 

2.1 運営管理体制の組織図 

 

 

2.2 関係者に対するヒアリン

グ 

 

3.1 利用規則 

 

3.2 保守・修理規約 

 

3.3 モニタリング記録 

 

4.1 DWE の活動記録 

4.2 施設運転記録簿 

4.3 各種記録簿 

 

 

5. 住民に対するアンケート 

 

 

人口の急激な

増加や移動が

ない。 

 

活動 

コミュニティ開発 

A1-1 住民参加手法訓練 

A1-2 住民集会 

 

A2-1 VWC 再検討 

A2-2 運営・維持管理体制確立 

 

衛生教育及び維持管理 

A3-1 会計訓練（実施機関） 

A3-2 会計訓練（会計担当者） 

 

A4-1 運営・維持管理計画策定 

A4-2 運営・維持管理活動 

 

A5-1 技術訓練（実施機関） 

A5-2 技術訓練（施設管理担当者） 

 

A6-1 衛生教育 

A6-2 巡回指導 

 

 前提条件 

住民のプロジ

ェクト実施へ

の意欲がある。
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図 6.2：運営・維持管理における活動フロー 

井
戸
施
設
建
設
前

井
戸
施
設
建
設
中

井
戸
施
設
建
設
後

(
計
画
段
階
)

(
建
設
段
階
)

(
O
&
M
段
階
)

コ ミュ ニ ティ 開 発 衛 生 教 育 お よ び 維 持 管 理

凡
例
：

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　
　
　
 
 
各
活
動
期
間
（
概
念
）

(
※
)
A
4
-
2
活
動
は
、
各
作
業
結
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
実
施
さ
れ
る
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　
　
　
 
 
邦
人
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
活
動
に
か
か
わ
る
割
合
（
％
）

邦
人
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も
参
画
す
る
。
し
か
し
、
わ
ず
か
な
日
数
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　
　
　
 
 
 
現
地
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
活
動
に
か
か
わ
る
割
合
（
％
）

邦
人
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
作
業
日
数
は
計
上
し
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　
　
　
 
 
 
実
施
機
関
（
D
W
E
、
R
W
A
）
が
活
動
に
か
か
わ
る
割
合
（
％
）

運 営 維 持 管 理 に か か る 活 動

時
期

A
1
-
1
：

住
民

参
加

手
法

訓
練

A
3
-
1
：

会
計

訓
練

（
実

施
機

関
）

 

A
2
-
1
：

 V
W

C
再

検
討

A
6
-
1
：

衛
生

教
育

A
3
-
2
：

会
計

訓
練

（
会

計
担

当
者

）

A
6
-
2
：

巡
回

指
導

A
4
-
1
：

運
営

・
維

持
管

理

計
画

策
定

A
4
-
2
：

運
営

・
維

持
管

理
計

画
活

動
 (

※
)

 

A
1
-
2
：

 住
民

集
会

 

A
5
-
1
：

 技
術

訓
練

（
実

施
機

関
）

A
5
-
2
：

技
術

訓
練

（
施

設
管

理
担

当
者

）

 

A
2
-
2
：

 運
営

・
維

持
管

理

 体
制

確
立
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表 6.6：ソフト・コンポーネントにかかる必要作業日数の算出根拠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

邦
人

現
地

邦
人

現
地

邦
人

現
地

邦
人

現
地

A1
-1

住
民

参
加

手
法

訓
練

関
係

機
関
に

対
し

て
住

民
参

加
手

法
の
訓

練
を

行
な
う

邦
人

・
現
地

コ
ン

サ
ル

DW
E、

RW
A

計
6人

＝
3人

×
2州

ム
ワ

ン
ザ

・
マ

ラ
州

2回
×

1.
0日

2.
0日

10
0%

10
0%

2.
0日

2.
0日

A1
-2

住
民

集
会

住
民

か
ら
本

計
画

に
対

す
る

理
解

を
得
る

DW
E、

RW
A、

邦
人

・
現
地

コ
ン

サ
ル

住
民

計
2,
36
6人

＝
13

人
×
18
2井

戸
（
44
村

落
）

各
村

落
44
回

×
1.
0日

44
.0
日

30
%

10
0%

13
.2
日

44
.0
日

A2
-1

VW
C再

検
討

VW
Cの

活
動
を

見
直

し
、
再

検
討

す
る

DW
E、

RW
A、

現
地

コ
ン
サ

ル
VW

C
計
17
6人

＝
4人

×
44

村
落

各
村

落
44
回

×
1.
0日

44
.0
日

10
0%

44
.0
日

A2
-2

運
営

・
維

持
管

理
体

制
確

立
住

民
組

織
レ

ベ
ル

に
よ

る
運

営
・

維
持
管

理
体

制
を
確

立
す

る
DW

E、
RW

A、
邦

人
・

現
地

コ
ン

サ
ル

VW
C、

WS
UG

計
2,
36
6人

＝
13

人
×
18
2井

戸
（
44
村

落
）

各
村

落
44
回

×
2.
0日

88
.0
日

30
%

10
0%

26
.4
日

88
.0
日

A3
-1

会
計

訓
練

（
実

施
機

関
）

実
施

機
関
職

員
に

対
し

て
会

計
、

記
録
、

報
告

に
か
か

る
訓

練
を

行
な

う
邦

人
・

現
地

コ
ン

サ
ル

DW
E、

RW
A

計
6人

＝
3人

×
2州

ム
ワ

ン
ザ

・
マ

ラ
州

2回
×

3.
0日

6.
0日

10
0%

10
0%

6.
0日

6.
0日

A3
-2

会
計

訓
練

（
会

計
担

当
者
）

会
計

担
当
者

に
対

し
て

会
計

、
記

録
、
報

告
に

か
か
る

訓
練

を
行

な
う

DW
E、

RW
A、

邦
人

・
現
地

コ
ン

サ
ル

VW
Cの

会
計

担
当
者

計
88
人

＝
2人

×
44

村
落

各
村

落
44
回

×
1.
0日

44
.0
日

30
%

10
0%

13
.2
日

44
.0

日

A4
-1

運
営

・
維

持
管

理
計

画
策

定
利

用
規

則
、

故
障

時
の

対
応

な
ど

を
含
む

運
営

・
維
持

管
理

体
制

を
策

定
す

る
DW

E、
RW

A、
現

地
コ

ン
サ

ル
住

民
計
1,
82
0人

＝
10

人
×
18
2井

戸
（
44
村

落
）

各
村

落
44
回

×
1.
0日

44
.0
日

10
0%

44
.0

日

A4
-2

運
営

・
維

持
管

理
活

動
 (
※

)
策

定
さ

れ
た

運
営

・
維

持
管

理
計

画
に
従

い
運

営
・
維

持
活

動
を

行
な

う
DW

E、
RW

A、
邦

人
・

現
地

コ
ン

サ
ル

住
民

計
1,
82
0人

＝
10

人
×
18
2井

戸
（
44
村

落
）

各
村

落
44
回

×
1.
0日

44
.0
日

20
%

8.
8日

A5
-1

技
術

訓
練

（
実

施
機

関
）

ハ
ン

ド
ポ
ン

プ
井

戸
施

設
の

修
理

訓
練
お

よ
び

巡
回
指

導
を

行
な

う
邦

人
・

現
地

コ
ン

サ
ル

DW
E、

RW
A

計
6人

＝
3人

×
2州

ム
ワ

ン
ザ

・
マ

ラ
州

2回
×

1.
0日

2.
0日

10
0%

10
0%

2.
0日

2.
0日

A5
-2

技
術

訓
練

（
施

設
管

理
担

当
者

）
ハ

ン
ド

ポ
ン

プ
井

戸
施

設
の

修
理

訓
練
を

行
な

う
DW

E、
RW

A、
邦

人
・

現
地

コ
ン

サ
ル

WS
UG

の
維

持
管

理
担

当
者

計
36
4人

＝
2人

×
18

2井
戸

（
44
村
落
）

各
村

落
44
回

×
1.
0日

44
.0
日

30
%

10
0%

13
.2
日

44
.0

日

A6
-1

衛
生

教
育

住
民

に
対
し

て
衛

生
教

育
を

行
な

う
DW

E、
RW

A、
邦

人
・

現
地

コ
ン

サ
ル

住
民

計
1,
82
0人

＝
10

人
×
18
2井

戸
（
44
村

落
）

各
村

落
44
回

×
1.
0日

44
.0
日

30
%

10
0%

13
.2

日
44

.0
日

A6
-2

巡
回

指
導

住
民

に
対
し

て
保

健
衛

生
に

関
す

る
巡
回

指
導

を
行
な

う
DW

E、
RW

A、
現

地
コ

ン
サ

ル
住

民
計
1,
82
0人

＝
10

人
×
18
2井

戸
（
44
村

落
）

各
村

落
44
回

×
1.
0日

44
.0
日

20
%

8.
8日

(※
)
A4
-2
活

動
は

、
各
作

業
結

果
を
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
実

施
さ
れ

る
た

め
、

邦
人

コ
ン

サ
ル
タ

ン
ト

も
参

41
.6
人

日
17

8.
0人

日
34
.4

人
日

14
8.
8人

日
13

.2
人
日

52
.8

人
日

村
落

数
: 
44

ハ
ン

ド
ポ
ン

プ
井

戸
本

数
: 
18
2

し
か

し
、

わ
ず

か
な

日
数

で
あ
る

た
め

、
邦

人
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

の
作

業
日
数

は
計

上
し
な

い
。

89
.2
人
日

37
9.

6人
日

コ ミュ ニ ティ 開 発 維 持 管 理 お よ び 衛 生 教 育

所
要

日
数

活
動

内
容

対
象

者
（
受

講
者

）
項
目

対
象

者
数

活
動
実

施
者

総
　
計

作
業

日
数

計

全
体

日
数

に
対
す

る
担

当
比

率
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ

開
発

日
数

衛
生

教
育

維
持

管
理

実
作

業
日

数
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表 6.7：年度毎の必要作業日数の算出根拠 

 

 

作
業
休
止
係
数
＝

1
年
度

2
年
度

3
年
度

計
邦
人

現
地

邦
人

現
地

邦
人

現
地

邦
人

現
地

邦
人

現
地

A
1
-
1

住
民
参
加
手
法

訓
練

1
.
0
日
/
州

1
州

1
州

2
州

1
0
0
%

1
0
0
%

1
.
0
日

1
.
0
日

1
.
0
日

1
.
0
日

2
.
0
日

2
.
0
日

A
1
-
2

住
民
集
会

1
.
0
日
/
村

7
村

2
2
村

1
5
村

4
4
村

3
0
%

1
0
0
%

2
.
1
日

7
.
0
日

6
.
6
日

2
2
.
0
日

4
.
5
日

1
5
.
0
日

1
3
.
2
日

4
4
.
0
日

A
2
-
1

V
W
C
再
検
討

1
.
0
日
/
村

7
村

2
2
村

1
5
村

4
4
村

1
0
0
%

7
.
0
日

2
2
.
0
日

1
5
.
0
日

4
4
.
0
日

A
2
-
2

運
営
・
維
持
管

理
体
制
確
立

2
.
0
日
/
村

7
村

2
2
村

1
5
村

4
4
村

3
0
%

1
0
0
%

4
.
2
日

1
4
.
0
日

1
3
.
2
日

4
4
.
0
日

9
.
0
日

3
0
.
0
日

2
6
.
4
日

8
8
.
0
日

作
業
日
数
計

①
7
.
3
人
日

2
9
.
0
人
日

2
0
.
8
人
日

8
9
.
0
人
日

1
3
.
5
人
日

6
0
.
0
人
日

4
1
.
6
人
日

1
7
8
.
0
人
日

作
業
日
数
（

作
業
休
止
日
数
を
考
慮
）

②
＝
①
×
1
.
3
5

9
.
9
人
日

3
9
.
2
人
日

2
8
.
1
人
日

1
2
0
.
2
人
日

1
8
.
2
人
日

8
1
.
0
人
日

5
6
.
2
人
日

2
4
0
.
4
人
日

作
業
月
数

③
＝
②
÷
3
0

0
.
3
人
月

1
.
3
人
月

0
.
9
人
月

4
.
0
人
月

0
.
6
人
月

2
.
7
人
月

1
.
8
人
月

8
.
0
人
月

作
業
休
止
係
数
＝

1
年
度

2
年
度

3
年
度

計
邦
人

現
地

邦
人

現
地

邦
人

現
地

邦
人

現
地

邦
人

現
地

A
3
-
1

会
計
訓
練
（
実
施

機
関
）

3
.
0
日
/
州

1
州

1
州

2
州

1
0
0
%

1
0
0
%

3
.
0
日

3
.
0
日

3
.
0
日

3
.
0
日

6
.
0
日

6
.
0
日

A
3
-
2

会
計
訓
練
（
会
計

担
当
者
）

1
.
0
日
/
村

7
村

2
2
村

1
5
村

4
4
村

3
0
%

1
0
0
%

2
.
1
日

7
.
0
日

6
.
6
日

2
2
.
0
日

4
.
5
日

1
5
.
0
日

1
3
.
2
日

4
4
.
0
日

A
4
-
1

運
営
・
維
持
管

理
計
画
策
定

1
.
0
日
/
村

7
村

2
2
村

1
5
村

4
4
村

1
0
0
%

7
.
0
日

2
2
.
0
日

1
5
.
0
日

4
4
.
0
日

A
4
-
2

運
営
・
維
持
管

理
活
動

1
.
0
日
/
村

7
村

2
2
村

1
5
村

4
4
村

2
0
%

1
.
4
日

4
.
4
日

3
.
0
日

8
.
8
日

A
5
-
1

技
術
訓
練
（
実
施

機
関
）

1
.
0
 
日
/
州

1
州

1
州

2
州

1
0
0
%

1
0
0
%

1
.
0
日

1
.
0
日

1
.
0
日

1
.
0
日

2
.
0
日

2
.
0
日

A
5
-
2

技
術
訓
練
（
施
設

管
理
担
当
者
）

1
.
0
日
/
村

7
村

2
2
村

1
5
村

4
4
村

3
0
%

1
0
0
%

2
.
1
日

7
.
0
日

6
.
6
日

2
2
.
0
日

4
.
5
日

1
5
.
0
日

1
3
.
2
日

4
4
.
0
日

A
6
-
1

衛
生
教
育

1
.
0
日
/
村

7
村

2
2
村

1
5
村

4
4
村

3
0
%

1
0
0
%

2
.
1
日

7
.
0
日

6
.
6
日

2
2
.
0
日

4
.
5
日

1
5
.
0
日

1
3
.
2
日

4
4
.
0
日

A
6
-
2

巡
回
指
導

1
.
0
日
/
村

7
村

2
2
村

1
5
村

4
4
村

2
0
%

1
.
4
日

4
.
4
日

3
.
0
日

8
.
8
日

作
業
日
数
計

④
1
0
.
3
人
日

3
4
.
8
人
日

2
3
.
8
人
日

1
0
0
.
8
人
日

1
3
.
5
人
日

6
6
.
0
人
日

4
7
.
6
人
日

2
0
1
.
6
人
日

村
落
数
:
 
4
4

作
業
日
数
（

作
業
休
止
日
数
を
考
慮
）

⑤
＝
④
×
1
.
3
5

1
3
.
9
人
日

4
7
.
0
人
日

3
2
.
1
人
日

1
3
6
.
1
人
日

1
8
.
2
人
日

8
9
.
1
人
日

6
4
.
2
人
日

2
7
2
.
2
人
日

作
業
月
数

⑥
＝
⑤
÷
3
0

0
.
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.
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各
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の
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2
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4
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総
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日
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A7. 参考資料・入手資料リスト 

番号 名称 

形態 

図書・ビデオ・

地図・写真等

オリジナル

/コピー 
発行機関 発行年 

1 
Population and Housing 

Census 

PDF 

ファイル 
－ タンザニア政府 2002 年 

2 

Design Manual for Water 

Supply and Waste Water 

Disposal 

図書 コピー タンザニア水省 1997年 7月

3 
Tide record for Victoria 

lake 
Excel File － 

Victoria 湖 

管理事務所 
2008年 1月

4 

VILLAGES/SMALL TOWNS 

SELECTED FOR NRWSSP in 

2006/07 

Excel File － タンザニア水省 2007年 12月

3 Tide record for Victoria 

lake 

Excel File － Victoria 湖 

管理事務所 
2008年 1月

4 VILLAGES/SMALL TOWNS 

SELECTED FOR NRWSSP in 

2006/07 

Excel File － タンザニア水省 2007年 12月

5 The Shinyanga Experience 

– Water User Group 

concept as a sustainable 

management system for 

hand pump wells- 

図書 コピー SKAT, Swiss Centre 

for Development 

Cooperation in 

Technology and 

Management 

2001 年 

6 短期専門家地下水開発・地

方給水アドバイザー第一

次現地報告書 

図書 コピー JICA/タンザニア水

省 
2007年 12月

7 Baseline Survey in 22 

Local Government 

Authorities in Dar es 

Salaam, Coast, Mtwara 

and Lindi Regions (Final 

Report) 

Word File － JICA/ RUWASA-CAD 2007年 11月

8 Proposed Capacity 

Development Framework 

for the  

Water Sector Reform in 

Tanzania (Draft) 

Word File － Water Sector 

Working Group, 

Thematic Working 

Group on 

Institutional 

Development and 

Capacity Building 

2007年 10月

9 The Study on 

Improvements  

of Opportunities and 

Obstacles to Development 

 (O&OD) Planning Process 

(Progress Report, 

Preliminary Draft) 

Word File － タンザニア地方自治

庁/JICA 
2006年 11月

10 Program Statistics 

Verification and Water 

User Groups Analysis, 

HESAWA Program 

図書 コピー ORGUT Consulting AB 2002 年 10月
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